契約保証金免除申請書

令和　　年　　月　　日

奥州金ケ崎行政事務組合
管理者　倉　成　　　淳　様
申請者

住　　　　所

商号又は名称

氏　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　印
「第○号　令和○年度○○○○○○○○業務委託」の契約に関し、下記のとおり奥州金ケ崎行政事務組合財務規則第130条第３号に該当しますので、契約保証金の納付を免除されるよう申請いたします。
	契約の相手方
	件　　　名
	契約金額(税込)
	契約期間等
	備考
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　　年　月　日まで
	

	
	
	
	　　年　月　日から

　　年　月　日まで
	


（備考）

注１　国又は地方公共団体（県・市町村等）を相手方とする直前２年間の主な契約実績を２件以上記載すること。

注２　契約の相手方欄については、国にあっては官公署の名称を、地方公共団体にあっては当該団体の名称又は当該団体の機関の名称を記載すること。
注３　記載する契約実績は、当該契約案件と種類及び規模をほぼ同じくするものであること。
奥州金ケ崎行政事務組合財務規則　抜粋

(契約保証金の納付)
第129条　契約担当者は、契約を締結する者をして契約保証金を納めさせなければならない。
2　契約保証金の額は、契約金額の100分の5以上の額とする。
3　物件の買入れにおいて、数量が不定のため、単価により契約を締結する場合の契約保証金の額は、前項の規定にかかわらず、契約担当者が定めた額以上の額とする。

(契約保証金の免除)
第130条　契約担当者は、次に掲げる場合においては、契約保証金を減免することができる。
(1)　契約の相手方が保険会社との間に組合を被保険者とする履行保証保険契約を締結したとき。
(2)　契約の相手方から委託を受けた保険会社、銀行、農林中央金庫その他予算決算及び会計令(昭和22年勅令第165号)第100条の3第2号の規定に基づき財務大臣が指定する金融機関と工事履行保証契約を締結したとき。
(3)　政令第167条の5第1項及び第167条の11第2項に規定する資格を有する者と契約を締結する場合において、その者が過去2年の間に国(独立行政法人を含む。)又は地方公共団体と種類及び規模をほぼ同じくする契約を数回以上にわたって締結し、これらをすべて誠実に履行し、かつ、契約を履行しないこととなるおそれがないと認められるとき。
(4)　法令に基づき延納が認められる場合において確実な担保が提供されるとき。
(5)　物品を売り払う契約を締結する場合において、売払代金が即納されるとき。
(6)　随意契約を締結する場合において、契約金額が別表第4に定める金額以下であり、かつ、契約の相手方が契約を履行しないこととなるおそれがないとき。
(7)　特定の者でなければその目的を達成することが困難と認められる契約を締結する場合において、契約の相手方が契約を履行しないこととなるおそれがないとき、又は契約保証金を徴することが適当でないとき。
(8)　国又は地方公共団体の機関と契約するとき。

別表第4(第122条、第130条関係)
	1　工事又は製造の請負
	130万円

	2　財産の買入れ
	80万円

	3　物件の借入れ
	40万円

	4　財産の売払い
	30万円

	5　物件の貸付け
	30万円

	6　前各号に掲げるもの以外のもの
	50万円


